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いつも大変お世話になっております。4月売りのリニューアルから7ヶ月半が過ぎました。

おかげさまで、ＧＩＮＺＡならではの切り口や見せ方など、皆様からご好評をいただいております。
引き続き頑張って参りますので、ご支援のほどどうぞよろしくお願いいたします。

●11月28日発売の『ＷＷＤ ＪＡＰＡＮ』で中島編集長がインタビュー取材を受けました。
ぜひ目を通していただき、クライアント様への資料としてご活用くださいますと幸いです。

（中島編集長のコメント……記事より抜粋）

私は企画を考えているだけで楽しくなるんです。
自分自身が面白がれないと、雑誌は腐っていくと思うので。
同時に思うのは、雑誌は時代に即してないと意味がないということ。

今の子はホントに忙しいので雑誌もパラッとしか見ない。情報を得るためだけだったらインターネットで十分なので、
スペックのための雑誌じゃなくて、滞留時間をある程度長くできる誌面であれば、読者はそこから発信している
メッセージを全身で受け止めてくれる。それによって、ブランドに対しての愛情も深まるし、記憶に染み込むと。
私がかつて「オリーブ」を読んでいた頃に、誌面を切り抜いて壁に張っていた経験などはDNAに染み込んでいる。

だから、女性の細胞に染み込んでいくようなファッション写真がいいなと思うんです。

（記事より）
最近、『ギンザ』が面白い」という声を
よく耳にする。
写真集を思わせるシューティングペー
ジや、映画や音楽の要素が誌面にほ
どよくミックスされているところが人気
の秘密のようだ。

雑誌の鉄板企画を取り上げつつも、
『ギンザ』流の切り口で、そこにちょっ
と今までにない味が生きている。
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